
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 2年度 事 業 報 告 書

生i:」壁塑趾量:動法人 地球の友と歩む会

1 事業の成果

インド共和国での活動 :今後も持続的な農業が出来るよう、農業環境のインフラ整備、自然物を利用し

た農業の研修を実施した。教育支援では、多くの子息が進学することができた。職業訓練では生産した農

産物を販売できるようマーケティング研修を実施した。

インドネシア共和国では、今後も持続的な農業が出来るよう農業環境のインフラ整備、自然物を利用

した農業の研修を実施した。荒廃した自然を回復するためマングローブの植林を実施した。栄養改善で

は料理研修を実施した。

国内では、海外での活動を伝える広報活動、物品の寄付を活動資金とするための資金化ボランティア、

海外の子供たちへ向けた日本の絵本を翻訳して送る活動などを実施した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【4297】 千円)

事 業 報 告 用

疋欣 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

海外協力事業

援拿甲
農家の有機農業支

貧困農家では農業だけで
生活を維持することが難
しい。借金 して農薬や肥
料などを購入 しているが
借金を返済できないなど
の問題がある。その解消
のため自然物を利用 した
有機農業を推進する活動
を行つた。また安定 して
農業ができるよう設備や
販 路 開拓 な どをフォ ロ

長檄斃瑯7鶴蝸
や有機肥料生産場の建設
など)は完了した。生産 し
た農産物の販売について
販 路開拓 の提言 を行 っ
た。今後は現地 NGOが 中
心 となってフォローを行
,。

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ド共

和国

タミルナ

ドゥ州 ト

ッパンフヾ

ティ地区

デバ トー

ル、コタ

ヤム村

2

コタヤム

村および

周 辺 農

家、研修

を受けた

農家の家

族

240:名

24491.5

塁暮,農
家の有機農業支

有機肥料 ミミズ肥料生産
場を増設、2年次は 28ト
ンを生産、各農家に配布。
治 水工事 は計画通 り完
成。有機認証申請・取得、

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ド共

和国

タミルナ

ドゥ州

ディンデ

2 S・ バラス

オす、

マ ー マ フ

600名
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ィグル県

サナルパ

ティ地区

バ ラ ス

村、マー

マラスパ

ティ村

スパティ

村および

周 辺 農

家、研修

を受けた

農家の家

族

■教育ローン支援

高等学校の進学は貧困農
家には資金的に難 しい。
そのため各村の女性を中
心 と した 自助 グル ー プ
(SHC)に資金提供。低ロ

ーンで教育資金を SHQメ
ンバーに貸 し付け、進学
資金 とする。貸 し付ける
子供は SHGに て話 し合い
で決定する。また資金管
理についても SHGに て実
施する。
ウタヤム連合、スリ・ムタ
ランマン SIG,ア ンナイ・
ムタランマン SHGの 3組
織を支援。
返済率は約 100%。 連合の
グループでは 11の SHGメ
ンバー、スリ・ムタランマ
ンのグループでは 12名 が
利用。アンナイ・ムタラン
マン SHG 12名が 23万ル
ピーを利用。使途はメン
バー子弟の入学金、授業
料補填 .ウ タヤム連合で
は教育ローンやその他使
い道が拘束 されない少額
(5,000ル ピー前後)な 足

―ン開始 されている。現

撃負耀」磋ιζ猛
年度で終了。スリ・ムタフ
ンマン SHGも 安定した教
育ローン運営が可能とな
つたため2018年度で資金
提供は終了。

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ド共

和国タ ミ

ルナ ドゥ

州、ニラ

コタイ地

区、ス リ・

ムタラン

マン

，

一

ニラコタ

イ地区と

スリ・ム

タランマ

ン́ SHGに

所属す る

家庭の子

供と家族

228名



■女性の職業訓練支援

イン ド農村において女性
の就労先は限定されてい
る。就労先を増やすため
の支援を実施。
各種研修をとお して有機
農産物生産、管理、マーケ
ッティングについての知
識、技能を修得、地元の資

客鷺裡麗錫裡薯←販売に
よ って 現 金 収 入 とな っ
た。地元 に 自生す るモ リ
ンガの加 工によって販売
できる目途がついた。

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ド共和

国タミルナ

ドゥ州 タミ

ルナ ドゥ州

ァィンディ

グル県サナ

ルハァィ地

区、マンマ

ラスパティ

村、S・ バラ

ス本す

2

S。 バ ラ ス

村、

マーマフ

スパテイ

村および

周 辺 農

家、研修

を受けた

農家の女

性

120名

■ トイ レ建設 な らびに保

笙璽生贅発活動支援<委
乱 暑 菜 >

マンマラスパティ村にお
ける トイ レ設置、使用状
況を調査 した結果 トイ レ
の未使用の世帯が多 く衛
生環境が悪 く、病気の原
因となつている。また小
学校では トイ レの老朽化
のため使用ができなくな
っていて児童は屋外で排
泄す る状態 とな って い
る。
小学校敷地内への トイ レ
建設。 トイ レの使用状況
調査、ならび小学生児童
を対象に した トイ レ利用
の啓発活動を行った。
村においては トイ レを利
用 しない原因は給水事情
と トイ レ建設での構造上
の欠陥が判明。同時に長
年の慣習による トイ レ事
情があるので気付きを促
す啓発活動の必要性がわ
かった。

イン ド共

和国

タミルナ

ドゥ州デ

ィンディ

グル県サ

ナルパテ

ィ地区

マ ンマ フ

ス パ テ イ

村

2
小学生

180名 710

■貧困農村での有機野菜
作 り研修

現金収入 を得 るた め実
施。フ トゥンバカ村の 13
世帯 13人が研修を受講 し
終了した。有機肥料作 り
や野菜作 りの技術を身に
着けた。研修前は川底に
溜まる砂の販売で しか収
入のなかった村人が地元
の他 ワインガップでも野
菜を販売 した。収穫でき
るようになった野菜は、
自菜、キャベツ、ほうれん
草、イングン、唐辛子、チ
ングン菜、キュウリ、玉ね
ぎなど。農業グループ全

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ドネ

シア共和

国・スン

バ島東ス

ンバ県

フ トゥン

バカ村

2
13世 帯
13人 4244.5



体で約 4万円の売り上げ
があり、自分たちも十分

彗電Fを
食べることがで

■マングローブの植林

3500本を植林予定。 1500
本は教会の 日曜学校の人
たちと植林済み。
その後新型 コロナ ウイル
スの感染防止のため学校
が休校 とな り住民たちは
外出が自粛にな り、集団
を作ることが禁 じられた
ことか ら、植林イベン ト
は中止す ることとした。
残った 2000本の苗木は今
後ラジオ MAXのスタッフ
が少 しずつ植林をしてい
く予定。

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ドネ

シア共和

国・スン

バ島東ス

ンバ県カ

ル村

2

イン ドネ

シア・ ス

ンバ島東

スンバ県

カル村周

辺住民

1000人

■子供支援 (通学バッグ)

通学カバンも持っていな
い生徒が多いため、東ス
ンバ県の農村部小学校ヘ
配布中。
大雨洪水の影響で製作者
の自宅が水害に遭いバッ
グの製作が中断された。
バッグ 900個は発送した
ものの、その後、新型コロ
ナウイルスの影響で製作
者が暮らす村がロックダ
ウンされ、村から出るこ
とが出来ず残 りのバツグ
1100個が製作者の自宅に
保管されている。

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ドネ

シア共和

国スンバ

島東スン

バ県、中

部ジャヮ

2

東スンバ

県の農村

小学生、

中部ジャ

ワ貧困マ

マ縫製グ

ループと

その家族

2000,名

■子供支援 (本 )

翻訳ボランティアに 2名
が新規に参加 した。新た
に 18種類の絵本の翻訳を
依頼 し、その うち 16冊の
翻訳が終わつている。翻
訳を切 り貼 りする絵本ボ
ランティアは、個人の方
や企業などが活動にご参
加いただき通年活動を行
ハ■
これまでに完成 した 66冊
は、全て現地に発送 し、到
着の連絡を受けている。
翻訳ボランティアの一人
が 日本の文化をイン ドネ
シア語で紹介する本を出
版 していて、4種類をLIFE
に寄付 してくれた。少々
難 しい内容なので、 日本
語クラスのあるワインガ
ップ第 三高校 に寄付 し
た。

平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ドネ

シア共和

国スンバ

島東スン

バ県、ワ

インガッ

プ市

2

ワインガ

ップ市お

よび周辺

の児童

100名
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平 成 31

年 4月 ～

令和 2年

3月 末

イン ドネ

シア共和

国・スン

バ島東ス

ンバ県農

村部ムブ

ルク村

ムブルク

村の住人
100名

か村にお
援事業調
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東スンバ

県カハハ

郡ムバタ

フ村、プ

ライラギ

ナ村

レワ郡カ

ンバタゥ

ン ド村、

マタワイ

パワリ村

東スンバ

)早.カ ハハ

郡ムパタ

フ村、プ

ライラギ

ナ村

レワ郡カ

ンバタゥ

ン ド村、

マタワイ

パワリ村

の住人

120名



海外交流事業

■イン ド :ス タディツア

催行人数に達 しなかった
ため実施なし。

■イン ドネシア :視察旅
行
実施予定だったが新型 コ
ロナウィルスの影響で渡
航中止とした。

令和 2年

3月 上旬

イン ドネ

シア共和

国東スン

バ県

2

モ リンガ

や栄養支

援に興味

関心のあ

る一般市

民

3名 257

国際理解
促進事業

■イベン ト参加

・メーデー中央大会

・ グローバル フェス タ
JPAN

・ふれあい満点市場

一般市民を対象 とした国
際理解を広げる活動 とし
て他団体主催のイベン ト
等に登壇・出店 した。

4月 下旬

9月 下旬

2月 上旬

東京都

渋谷区

江東区、

新宿区

千代田区
2

国際協力

について

関心があ

る学生お

よび一般

市民

200名

650

■イベン ト主催

・インドネシア事業報告
′ヽ
アヽ

・南イ ン ドの有機農の
NOW!

・ 体験試食 ボランテ ィア
△
7ヽ

一般市民を対象 とした国
際理解を広げる活動 とし
てイベン トを主催 した。

5/25

8/24

東京都千

代田区
3

国際協力

について

関心があ

る生徒お

よび一般

市民

60名

一般雨民を対象 とした国
際理解を広げるためのボ
ランティア参加を呼び掛
けた。

事務局の整理、資金化物
品の整理 (ハガキのカウ
ン ト、切手の整理など)、

イベン ト広報活動のお手
伝い、広報誌等の封入作
業など。

また物品を資金化するリ
サイクル寄付を通 した国
際理解への関心を広げる
ため物品の回収活動を行
った。

企業や団体内での切手の
資金化ボランティアやチ
ャリティー活動の呼びか
けをお願いした。

随時

東京都千

代 田区お

よび参加

企業・ 団

体の所在

地 (日 本

国内)

3

国際協力

について

関心があ

る生徒お

よび一般

市民およ

び団体、

企業など

団体
40組、

個人
約 200名



(2)その他の事業 (事業費の総費用 【   0 】千円)

足駅に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

実施 しなかった



書式第 13号 (法第 28条関係 )

平成31年度 活動計算書 (そ の他事業が生登場合)

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 地球の友と歩む会

I―131/4 31～ R2 31

正会員受取会費
288 0001

524,000

2

781 284
3 受取助威金等
___=麹■塾壁全

23,151,81:
23,151,811

|

4 事業収益
国際協力事業収益
海外交流事業収益

受取利息 62

255

932,160
19,744

R_奎_」生 29,952.26:
量__菫_三二盟
塵 :=
(1)人件費
_給料手当

5,012.214
5,012.214

|

海外プロジェク ト費
旅費交通費
研修費
払込手数料
通信運搬費
消耗品費
書籍資料費
車両賃借料
家賃費用
光熱費
広告宣伝費
交際費
仕入費
会場出展費
国内活動保険料

2

145,

58,

3,

(1)人件費
給料手当
通勤交通費
福利厚生費
法定福利費

1,819,106
183,930
20,000
15.066

2.038,:102

2

手数料
広報宣伝費
通信費
光熱費
家賃費用
消耗品費
会議費
旅費交通費
諸会費
支払報酬

364,878
283,116
183,871
83,083
718,495
332,446

9,700
4,760

64,400
214,805

297

2

33.941.041

B

A B

＾
υ

D

C |― D 0
-3.988.780

0

13.644.440
人

正 産

+ 9.655.“ 0

金  額

当 麹1 畿

1 1 (1)+(2, ・ (3

口  自 T 餞  目 饉: 1日 (3)―

“

~正~~顧~F~百
¬



書式第 15号 (法第 28条関係 )

平成31年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人地球の友と歩む会

R2/3/31現在

働 費産

現金預金
貯蔵品

8,773,298
596,324

9.360,622

9,360.622置含甘  ・ ・・ 0
I定責産

(1)有移固定資産

て下
~爾

画面更百百
~

780,7(Ю

780,790
(5]「

~1目

:|]日
「「

[「7F爾 ]EFラテ貢:西

敷金

780■∝里壼産合計  ・・・ ②

【A】 資 産 合 計 ①+② 10,150,41

494,752
38未払金

預 り金

464
30

494.752

ｎ

）

2

・ ・
IO

494.752+

13,644 ,440
-3 988 780

正

10.150,412【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

ユi17菱]
菫[=i

ヨこ7:II

…

ヨ ]]巨

|」II]

一●

一

|■≡11ELIIIDEi

□



式第 16 (法 28 関係 )

平成31年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によつています。

(1)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によつています。

2.事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

経常収益

1.受取会費

2.受取寄付金

3.受取助成金

4.事業収益

5.その他収益

779.442

19,283.870

932.160

1.855,759

1.854,171

19,744 255,200

0

2,635,201

21.138,041

1.207.104

0 62

812000

2.146,83

2.013.フ 70

312.000

4,701,204

23.15,.811

1.207.104

02
経常収益計 20.995,472 3.709,930 19,744 255.200 24.000.346 4,971.915 29,952.201

I経 常費用

(1)人 件費

給料手当

通勤交通費

福利厚生費

法定福利費

3.112,750 1,509,754 10.000 379,710 5.012.214 1.819,106

183.930

20,000

15.066

6.331.320

103.030

20,000

15,006
人件費計 3.112,750 1.509.754 10,000 3フ9,710 5,012.214 2.038.102 7.050.3,0

(2)そ の他経費

海外プロジェクト費

旅費交通費

研修費

払込手数料

通信運搬費

消耗品費

書籍資料費

車両賃借料

家賃費用

光熱費

広告宣伝費

交際費

仕入費

会場出展費

国内活動保険料

会議費

諸会費

支払報酬

19,134.610

971,462

200,644

36.728

23.178

189,720

8.190

220,320

403,920

36,720

145,350

2.135.292

550.122

10,359

14.540

24,509

229.518

2,420

14.200

1,000

145,125

57.096

3.420

10,324

1.856

47.447

5,101

21.260.902

1,701,426

200.644

53.124

07.554

104.021

0.190

220.320

403.020

30,720

150.550

10,359

145.125

58.096

3.420

0

0

0

364.8フ 8

183.871

332.446

フ18,495

83.083

283,116

9,700

64.400

214.805

4.760

21.200.002

1,700.100

203.644

410,002

201.425

527.207

8.190

220.320

1.122.415

,10.803

442.000

10.359

145.125

50.000

3.420

0,700

04.400

214.005
その他経費計 21,378.842 2.フ 34,822 24フ ,138 270,369 24.631.171 2.259.554 26.800.725

経常費用計 24,491.592 4.244,576 257.138 650079 20.043.385 4.297.656 33.041.041

当期経常増減額

“

L3,496.120 ▲ 534.646

“

L237,394 」ヽ 394.879 ▲ 4.663,039 674.259 ▲ 3.988.780

特定非営利活動法人地球の友と歩む会
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3.使途等が制約された寄付金等

使途等が制約された寄付金等の増減は以下の通りです。
当議人の正味財産は 9β55,660円ですが下記の通り使途が指定されています。

使途が制約されていない工味財白ま  1.845,679  円、使途が制約されている正味財産は 7.809,981   円
‐
です。

外務省 :日 本NCO連携無償資金協力

国土緑化推進機構 :緑の募金

日本労働組合総連合会 :連合・愛のカンパ

(―財)ゆうちょ財団 INGO海外援助活動助成

(公財 )生協総合研究所 :アジア生協協力基金

千代田区社会福祉協議会 1広報活動支援助成金

READYFOR(株 ):スンバ島モリンガ栄養支援

インド指定寄付

インド教育ローン指定寄付

インドネシア指定寄付

10,044.233 20.270.640

494.800

500.000

859.371

997.000

30000

1,041.000

399.202

500.000

1.533.766

22.504.892

494.800

500,000

859.371

997p00

30.000

1,041,000

399,202

500.000

1.533.766

7.809,981

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10.044.233 20.025.770 20.800.031 7.300.981



書式第 17号 (法第 28条関係)

平成31年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人地球の友と歩む会

R2/3/31現在
科 目 金   額

責 鷹 の 部

0

2,633,865
6.058,767

80,666

8,773,298
1 9.3ω.62

01

ハガキ・金券類

未収金

貯蔵品
切手 596,324

596,3241

0.309.522

(1)看形口足責産

780,790敷金
東京事務局
イン ド事務所

202,000
578,790

・ CD'臓合 計

10.150.412【A】 資 産 合 計 ①+②

3-1:

464,382

30,370

未払

由 漱 中止返還金

108,936
355,446

預 り金
源泉徴収税
住民税

25,170
5,200

01長期借入金

退職給付引当金

494.752【B-1】 負 債 合 計 ③+④

9.655,660【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】
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事 業 報 告 用
元書類収受日 令和2年 6月慮日

差替書類収受日御2卸月囲

書式第 18号 (法第 28条関係 )

平成31年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人地球の友と歩む会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入 )

氏   名

⌒

Ч電議′監事
コウトウミノル 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年

年

月   日

月   日向営 稔

９

“ 饉D監事
オクムラキョウコ

平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年  月  日

年  月  日
奥村 香子

(鷲見 香子)

う
０ 饉D監事

フジサキヨシノプ 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年 月

月

日

日年藤崎 義宣

４

‘ 饉∋監事
ヨネヤマトシヒロ 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年  月  日

年  月  日米山 敏裕

民
υ

⌒

こロョ,監事
シミャマヒサ ミツ 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年

年

月

月

日

日下山 久光

6 饉)監事
イワタマサコ 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年

年

月   日

月   日岩田 雅子

7 延)監事
ウエムラマコト 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年

年

月

月

日

日上村 真

8 饉)監事
ヨコヤマケイゾウ 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年 月

月

日

日年横山 計三

Ｑ

ｖ 監事

クロイフリュウタ 平成31年 4月 1日

令和1年 5月 25日

年  月  日

年  月  日黒岩 竜太

10 理:瓢爵暴お|

ー

,r\<r\y l,l U u=4 平成31年 4月 1日

令和 2年 3月 31日

年  月 日

日年  月浜走 弘之



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人墜 整2左ヱ曇墜曇全

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 向営 稔

2 赤井 充也

3 米山 敏裕

4 下山 久光

5 岩田 雅子

6 紺野 静香

7 横山 計

8 黒岩 竜太

9 浜走 弘之

10 吉田 達也

11

12




